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フジプレアムグループ 40周年、その先へ

松本社長とベテラン社員が語る、あの頃と未来への想い



光都PV工場光都工場

株主、投資家の皆様には、益々のご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素よりフジプレアムグループの事業につきまして格別のご理解とご支
援を賜り、厚く御礼申し上げます。ここに第40期（令和4年3月期）決算報告
書をお届けするにあたり、ご挨拶申し上げます。
当社を取巻くビジネス環境は、新型コロナウイルスの感染拡大、ウクライ
ナ情勢の緊迫化から資源高や円安が加速したこともあり、再び景気の下振
れ懸念が強まりました。

このような環境の中、当社グループの主力事業である精密貼合及び高機
能複合材部門におきましては、自動車業界及びエレクトロニクス業界での
ディスプレイ化、タッチパネル化ニーズを取り込み、当社の精密貼合技術を
活用した加工ビジネスを拡大してまいりました。
一方、環境住空間及びエンジニアリング部門におきましては、太陽光発電
事業は引き続きOEM供給を中心とした生産を実施、エンジニアリング部
門では、第1四半期に子会社化したプレマテック株式会社（令和4年1月に株
式会社飯沼ゲージ製作所より商号変更）との協業により経営基盤の強化を
行っております。

今後、当社といたしましては、変革のスピードを加速させ、グローバル
リーディングカンパニーを目指してまいります。
株主の皆様には、今後とも変わらぬご支援、ご鞭撻を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

精密貼合市場の
グローバルリーディングカンパニーを目指す。

 100年先の暮らしを照らすため、自らに与えられた使命を果たす。
「共存・共生・共産」の理念で、住みよい社会づくりを目指します。

フジプレアムグループ経営理念

ステークホルダーに対する姿勢

事業行動の指針

「人」は「財」なり、「財」は「人」作りなり
創意、継続は大いなる「財」なり
自然は大いなる「恵」なり。
全てに対して大いなる「感謝」

～ステークホルダーとの関係性を理解する～

～中期経営ビジョンの体系～

地域社会
地域社会の発展、健康、教育の改善に寄与する
活動に参画し、地元に愛される会社

お客様
共に新領域に挑む共創関係となれる会社

株主様
企業価値を持続的に向上できる会社

一人一人の尊厳と価値が認められ、
従業員が家族に対する責任を
果たすことができる会社

存 在 意 義

経 営 の 姿 勢

「誠意」と「不可能への挑戦」の精神をスローガンに
未来を切り開く事業を手がける

「共存・共生・共産」の理念で、ステークホルダーを始め、
持続可能な住みよい社会の発展に貢献する

二つとない（不二）時代に先駆けて（pre）存在し（am）
進化し続ける企業を目指す

創業の精神

経 営 理 念



特 集 フジプレアムグループ 40周年、その先へ 

－そうした慌ただしい時期に入社された松本社長ですが、最初はどのような仕事を任されたのでしょうか？

松本社長：入社して早々に上海に配属され、新工場の立ち上げに

関わりました。その中で、仕事の進め方や社会人としてのあり方、

そしてフジプレアムの一員としてどのように働くかなど、さまざ

まなことを経験しながら覚えていきました。

山本：私も当時は中国にいましたが、その年はちょうどSARSが

広まった頃で、熱検査などいろいろと手間がかかったのを覚え

ています。竣工式で工場内が水浸しになるなど、現場ではさまざ

－一旦、時計の針を戻しまして、創業期について伺います。
当時のフジプレアムを体感されてきたベテラン社員の皆様は、どのような思い出がありますか？

山本：本日のメンバーの中では私が最古参になります。入社した

のは1984年で、まだ創立2年目でしたが、ちょうど工場が建設さ

－創立40周年を迎えるフジプレアムですが、松本社長が入社されたのは2004年とのこと。
創立22年目の当時、フジプレアムがどのような状況にあったのかお教えください。

松本社長：今振り返れば激動の1年を迎えていました。PDP光学

フィルターの製造を主目的とした播磨テクノポリス光都工場の

竣工をはじめ、初の海外拠点となる上海工場の建設、ジャスダッ

～  松本社長とベテラン社員が語る、あの頃と未来への想い  ～

上場、海外進出、新工場設立など、激動と挑戦の2004年

今から40年前の創業時を振り返って

代表取締役社長  松本倫長まなトラブルもありました。

松本社長：現地の社員に対するマネジメントや作業の進め方に

ついて、毎日のように議論していたように思います。とにかく当

時のフジプレアムは勢いがあり、ものづくり企業ならではの創意

工夫を生かし、さらなる成長へと挑戦している時期だったと言え

ます。

クへの上場など、さまざまな準備に追われた時期だったと記憶し

ています。

－上田さんは1986年に中途採用で入社されたそうですね。

上田：当時はOEMで包装機械を製造しており、私は設計を担当

していました。その頃の日本はバブル真っ只中で、毎月10台ほど

製造していました。とにかく多忙で、きちんと図面を描いている

と間に合わないのでフリーハンドで描いていたのを記憶してい

1982年4月、

包装資材の販売を目的として設立された

フジプレアム（当時は株式会社不二）は

今年、創立40周年を迎えました。

今回は、40年の歴史のなかで大きな転機に

向き合ってきた松本社長を中心に、

創業期に現場で活躍し、

今なお企業成長に貢献する3名が集いました。

歴史を振り返りながら、これからの

フジプレアムが描く未来への想いをご紹介します。

れた年でした。それから2年間は毎年のように工場が建設されて

いたように思います。

ます。実際に組み立てる製造現場も大変だったと思います。まず

は目の前のことを処理していくのに必死で、私が入社してから10

年ほどはそれが続きました。

－1988年に入社されたのが杉本さん。当時はどうでしたか？

杉本：設計も組み立ても当時は若い社員が多く、和気あいあいと

した社風でした。

－ベテラン社員の皆様はこれまで多くの新規事業の立ち上げに
関わってこられましたが、特に印象に残っているのは？

杉本：本当にいろいろなことがありましたが、特に貼合機の立ち

上げに携わることができたことは今でも誇りに感じています。

山本：立ち上げは大変でしたが、その分大きなやりがいを得られ

ましたね。個人的に記憶に残っているのは、機械を出荷した後に

工場がガラッとする時期。会長（当時の社長）はその空いた時間

を有効活用しようということで、さまざまな取り組みを行いまし

た。印象的だったのは畑仕事。工場の空き時間にいちごやスイカ

を育てていました（笑）。

松本社長：私が入社した頃もそうでしたが、工場の修繕なども含

めて自分たちでやることが多かったように思います。

杉本：社員が少なかった分、自ら率先していろいろなことに取り

組みました。今でいう納涼祭の走りのようなものや、BBQなどの

催しも定期的に開催していました。



特 集 フジプレアムグループ 40周年、その先へ ～  松本社長とベテラン社員が語る、あの頃と未来への想い  ～

第2営業部部長
杉本正則

－1991年に光学機能フィルム加工を行う工場が完成し、急激に社員数が増えたと聞いています。

山本：液晶テレビに関わり始めてから従業員が一気に増えまし

た。その年は社名も今の「フジプレアム」へと変わり、40年の歴史

を振り返っても重要な1年だったと言えます。

上田：当時、工場の完成と商号の変更を記念したテレホンカード

が配布されましたが、今でも大切に保管しています。

新たな事業を模索し、試行錯誤を重ねた時期

松本社長：その後、技術力向上を目的とした技術開発室（現 研究

開発室）の設置や、ガラスへの機能性フィルム貼合事業を手掛け

るSLE事業部（現 ELS事業部）の開設などを経て、会社は成長を

遂げていきました。

－そして前述の通り、飛躍の時期を迎えましたが、2011年、松本社長が就任された時のフジプレアムはどのような状況でしたか？

松本社長：当時、プラズマテレビ関連の市場はピークを過ぎてお

り、業績は縮小傾向にありました。工場への投資、従業員への投

資も含めてシュリンクしていく時期でした。反面、太陽光発電市場

については最盛期を迎えつつあり、新しい市場を開拓できる可能

性を感じていました。社長就任から5年ほどは次の新たな事業を

模索しながら、試行錯誤していた時期と言えます。

－松本社長自身もまだ若く、いろいろと苦労されたと想像できます。

松本社長：社長としての経験が初めてなのはもちろん、社会人と

してもまだ経験が浅かったので大変でした。しかし、今思い返せ

ば、事業がシュリンクしていく時期に社長に就任することは、社長

業のキャリアをスタートする上ではやりやすかったと言えます。

具体的な未来を思い描けていたとは言えませんが、やってやろう

という向上心が勝っていましたね。

ものづくりを通して、社会とつながり続けるために

－創業40周年を迎える2022年は、社長に就任されてから丸10年を経験されたことになります。
ターニングポイントはございましたか？

松本社長：この10年は、変化と新たな展開の連続でした。事業の

内容、関わるマーケットも変わりました。それでも、新しい事業を

展開するときは常に「飛躍のきっかけにしたい」との思いで取り

組んできました。モビリティ・車載市場への挑戦もそうですし、

昨年の飯沼ゲージ製作所（現 プレマテック株式会社）のグルー

プ化も、今振り返ってみると将来において大きな転換点と言える

かもしれません。私たちが見据える大きな飛躍はもっと先にあり、

社内ではすでに事業の方向性などを検討しております。今後、IR

活動などを通じて皆様にもお伝えしていこうと考えています。

－今後、さらなる飛躍が期待されるフジプレアムですが、
その主役となる若い人材に向けて先輩社員の皆様から、伝えたいことはございますか？

山本：成長のためには、自分でやり切ることが大切です。焦らず一

歩一歩成長できるよう、私たちはあまり口出しせず、最後までや

り遂げられるような環境・状況を作ってあげたいです。

杉本：人にもよるので「最近の若い子」という括り方はしたくあり

ませんが、近年は本当に優秀な人材が集まってきています。いろ

いろな経験を積んで、新たな事業展開に貢献してほしいです。

上田：今は次々に新しいものを生み出さないといけない時代。与

えられた仕事をこなすというより、自分から切り開いていく姿勢

が重要です。発想の転換やひらめきがあっても思っているだけで

はもったいないので、ぜひ口に出して提案してみてほしいですね。

松本社長：これからの時代は発想の転換や新しい切り口でのも

のの見方が大事になってきます。そのため、AIを活用したシステ

ムを実装するなど、未来のフジプレアムを支えていく世代が意見

を発信する機会を増やしたいと考えています。

－それでは最後に、フジプレアムが描く未来への想いについてお聞かせください。

松本社長：昨今、持続可能性が重要視され、社会価値として求め

られる中、フジプレアムでは40年前に抱いた創業理念の中にす

でにサスティナビリティへの想いを込めています。私たちはこれ

までもこれからも、「ものづくりを通して社会といかにつながる

メカトロニクス事業部外注管理担当部長
山本良徳

監査役
上田豊

か」を大切にしています。今後も、ものづくりという原点と社会と

のつながりを意識しながら、新たな価値を生み出していきたいと

考えています。



ヴィッセル神戸 スポンサー契約を継続ごうぎんSDGs私募債　贈呈式

令和4年度　入社式

この度フジプレアムは「ごうぎんSDGs私募債（教育機関寄贈型）」
を発行いたしました。
「ごうぎんSDGｓ私募債（教育機関寄贈型）」とは、銀行が私募債発
行企業から受け取る発行手数料の一部を地域の教育機関に寄贈する
サービスが付いた私募債です。

私募債発行に伴い、2022年5月16日たつの市役所にて贈呈式が行
われ、たつの市へ「液晶テレビ5台」を山陰合同銀行と連名で寄贈いた
しました。
液晶テレビは小宅小学校の教材として活用されます。

今回、地域に根差す企業として、未来を支える子供たちによりよい
教育環境を提供したいとの思いから「ごうぎんSDGs私募債」を発行
いたしました。

世界最大の英文週刊ニュース誌「TIME」
アジア版に弊社記事が掲載されました。

TIMEアジア誌への掲載

地域貢献編

ESG最・前・線 フジプレアムのESGへの取り組み

4April3March2022 2February

令和4年4月1日（金）入社式を実施いたしました。
新入社員代表からは「チャレンジ精神を持ってフジプレアムの
伝統を継承し発展させます」と力強い答辞が述べられました。

J1リーグ「ヴィッセル神戸」と2022年シーズンのオフィシャルスポンサー契約を締結いたしました。
昨シーズンに引き続きスポーツの振興を通じて地域社会への貢献を目指してまいります。

©VISSEL KOBE

たつの市の掲げる基本指針の一つである「ひとづくりへの挑戦」に向けて、今回の取り組みが少しでも役立て
れば幸いです。

フジプレアムはこの4月におかげ様で40周年を迎えることができました。
今後50周年に向けて、地域との連携をますます深めながらチャレンジを続けます。

©2005 VISSEL KOBE
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親会社株主に帰属する当期純利益4億4300万円確保
当連結会計年度におけるわが国経済は、事業年度前半は新型コロナウイルス感染
症拡大もあり、景気は一進一退となりました。秋口以降、景気は急速に持ち直しまし
たが、年明け以降は感染拡大の第6波に加え、ウクライナ情勢の緊迫化から資源高や
円安が加速したこともあり、再び景気の下振れ懸念が強まりました。
このような環境の中、当社グループの主力事業である精密貼合及び高機能複合材
部門におきましては、自動車業界及びエレクトロニクス業界でのディスプレイ化、
タッチパネル化ニーズを取り込み、当社の精密貼合技術を活用した加工ビジネスを
拡大してまいりました。一方、環境住空間及びエンジニアリング部門におきましては、
太陽光発電事業は引き続きOEM供給を中心とした生産を実施、第１四半期に子会
社化したプレマテック株式会社との協業により経営基盤の強化を行っております。
この結果、当連結会計年度における当社グループの連結業績は、売上高19,235百
万円（前年同期比52.8％増）、営業利益704百万円（同127.9％増）、経常利益713百
万円（同106.2％増）を計上し、親会社株主に帰属する当期純利益は443百万円（同
114.4％増）となりました。

環境住空間及び
エンジニアリング部門

精密貼合及び
高機能複合材部門

77.2%

192億3,500万円

22.8%

当期
売上高合計

国内外におけるディスプレイ・タッチパネル市場は、拡大基調
となっております。車載用途市場は、部品供給不足等の影響によ
り完成車メーカーの生産に影響を及ぼしていますが、当社受注
への影響は軽微な水準で留まっております。また、センターイン
フォメーションディスプレイ等自動車の電子化・ディスプレイ化
が急速に進み当社の商機が増加してきております。更に、医療機
器用途拡大、大型モニター普及、高機能通信機器拡大等ディスプ
レイ市場全体としては今後も引き続き成長が見込まれます。こ
のような市場の変化の中、精密貼合技術により一層磨きを掛
け、最先端生産設備の開発・導入による生産の高度化を実施す
ることにより、難易度の高い技術を求められる用途製品の受注・
開発に取組んでおります。
この結果、売上高14,852百万円（前年同期比50.2％増）、営業
利益400百万円（同24.4％増）となりました。

精密貼合及び高機能複合材部門

太陽電池の国内市場は、国内制度の変更あるいは海外メー
カーの台頭により、国内メーカーにとっては厳しい状況が続い
ております。そのため当社グループも、コスト削減を進めなが
ら、ＯＥＭ供給を主軸とし、その中でも製品開発・用途開拓等の
開発要素が大きいものに注力してまいりました。また、エンジニ
アリング部門においてはプレマテック株式会社の半導体関連向
け装置受注も順調に推移し、メカトロニクス技術を活用した省
人化あるいは省エネルギー化ビジネスにも引き続き注力してお
ります。
この結果、売上高4,382百万円（前年同期比62.3％増）、営業

利益299百万円（前連結会計年度は17百万円の営業損失）とな
りました。

環境住空間及びエンジニアリング部門

第40期 売上高

148億 5,200万円
第40期 売上高

43億8,200万円

売上高
第2四半期累計 通期

（単位：百万円）

経常利益
第2四半期累計 通期

親会社株主に帰属する純利益
第2四半期累計 通期

（単位：百万円）（単位：百万円）

総資産

（単位：百万円）

純資産・自己資本比率
純資産 自己資本比率

一株当たり純資産

（単位：円）（単位：百万円）

（単位：%）
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資
産
の
部

※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：千円）連結包括利益計算書

科　目

当期純利益

その他の包括利益

　その他有価証券評価差額金

（単位：千円）連結キャッシュ・フロー計算書

科　目

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る
換算差額

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少）

現金及び現金同等物の
期首残高

現金及び現金同等物の
期末残高

（単位：千円） （単位：千円）連結貸借対照表

科　目

流動負債

　支払手形及び買掛金

　短期借入金

　1年内償還予定の社債

　1年内返済予定の長期借入金

　未払法人税等

　賞与引当金

　製品保証引当金

　その他

固定負債

　社債

　長期借入金

　その他

負債合計

株主資本

　資本金

　資本剰余金

　利益剰余金

　自己株式

その他の包括利益累計額

非支配株主持分

純資産合計

負
債
の
部

純
資
産
の
部

科　目 前　　期
（令和3年3月31日）

前　　期
（令和3年3月31日）

負債純資産合計

当　　期
（令和4年3月31日）

当　　期
（令和4年3月31日）

6,326,303

1,977,341

2,640,000

28,000

992,178

168,808

35,707

110,529

373,738

2,194,361

388,000

1,622,570

183,791

8,520,665

8,856,007

2,000,007

2,440,803

5,279,126

△863,930

9,497

119,838

8,985,343

17,506,008

包括利益

（単位：千円）連結損益計算書

科　目
前　　期

令和2年4月1日から
令和3年3月31日まで

440,584

△6,807

△6,807

433,776

193,855

27,508

27,508

221,364

当　　期
令和3年4月1日から
令和4年3月31日まで

前　　期
令和2年4月1日から
令和3年3月31日まで

1,188,906

35,440

△996,902

6,458

233,903

3,063,163

3,297,067

356,687

△458,626

△332,981

2,243

△432,677

3,495,840

3,063,163

当　　期
令和3年4月1日から
令和4年3月31日まで

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

当期純利益

非支配株主に帰属する
当期純損失（△）

親会社株主に帰属する
当期純利益

前　　期
令和2年4月1日から
令和3年3月31日まで

当　　期
令和3年4月1日から
令和4年3月31日まで

19,235,112

17,359,242

1,875,869

1,171,379

704,489

40,501

31,173

713,817

1,049

30,279

684,587

233,703

10,299

440,584

△3,303

443,887

12,585,426

11,404,753

1,180,673

871,563

309,109

45,395

8,258

346,246

590

33,590

313,247

160,294

△40,902

193,855

△13,150

207,005

6,642,396

3,113,708

2,479,885

ー

11,376

727,413

286,198

23,814

ー

8,038,863

7,276,993

3,302

758,567

14,681,260

8,320,114

3,526,502

ー

4,025,865

1,479

770,441

391,448

45,452

△441,075

9,185,893

8,036,258

8,948

1,140,687

17,506,008

流動資産

現金及び預金

受取手形及び売掛金

受取手形、売掛金及び契約資産

商品及び製品

仕掛品

原材料及び貯蔵品

その他

貸倒引当金

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

資産合計

4,812,053

1,456,336

2,130,000

ー

960,044

103,479

12,864

ー

149,329

1,146,172

ー

1,111,492

34,680

5,958,226

8,583,587

2,000,007

2,440,803

5,006,688

△863,912

16,304

123,141

8,723,034

14,681,260



商 号

本 社 所 在 地

設 立

代 表 者

資 本 金

事 業 内 容

従 業 員 数

営業所及び工場

連 結 対 象
となる子会社

主要取引銀行

フジプレアム株式会社
Fujipream Corporation（英）

兵庫県姫路市飾西38番地1

昭和57年4月14日

代表取締役社長 松本倫長

2,000百万円

精密貼合及び高機能複合材関連事業
環境ビジネス関連事業　他

290名（連結、臨時雇用を除く）

本社
姫路工場
播磨テクノポリス光都工場／研究所／PV工場
東京営業本部

フジプレ販売株式会社（設立 :平成13年4月）
プレマテック株式会社（設立 :昭和37年6月）

三菱UFJ銀行／みずほ銀行／山陰合同銀行

代表取締役社長
代表取締役専務
取締役
取締役
常勤監査役
監査役
監査役

松本  倫長
名村  信彦
木村  裕史（社外）
森 田  晃史
上田  豊
中川  康徳（社外）
田 島  宏一（社外）

会社概要

会社が発行する株式の総数 . . . . . . . . . . . . . . . .

発行済株式の総数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

株主数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

105,000,000株
29,786,400株

6,515名

株式の分布状況

取締役及び監査役

（令和4年3月31日現在） （令和4年3月31日現在）

大株主の状況 （令和4年3月31日現在）

株式分布状況 （令和4年3月31日現在）

（令和4年3月31日現在）

CID
セ ン タ ー イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ディス プ レ イ

インストルメントパネル（インパネ）中央のディスプレイのこと。

近年、国内外の自動車メーカー各社でEV化が進展する中、内

装のデジタル化に伴い、車載ディスプレイの大型化、曲面化、

高精細化の動きが加速しています。

その中で、大きな注目を集めているのがナビゲーションをは

じめ、車両やエアコンの設定、ラジオやテレビなどの様々な

機能を内蔵した大型かつ高精細のディスプレイ「センターイ

ンフォメーションディスプレイ」です。

車載ディスプレイの分野においては今後も様々なニーズを取

り込みながら従来にない製品が開発・製造されるものと思

われます。

これまで以上に複合的な機能と高精度な加工技術が求めら

れる中、フジプレアムの「精密貼合技術」が活躍するフィール

ドもますます大きくなっていきます。

キーワード
解説

先端産業を支える
フジプレアムの独自技術を
キーワードで解説するシリーズ

vol.5

keyword

フォローウインド株式会社 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

松本  倫長 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

松本  庄藏 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

東レ株式会社 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

日亜化学工業株式会社 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

フジプレアム株式会社 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

リンテック株式会社 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

ジェイアンドエム株式会社 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

藤田  和也 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

津田  鉄也 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

12,092,700株
2,441,400株
1,854,000株
1,560,000株
1,425,000株
1,211,561株

936,000株
475,500株
258,000株
200,000株

個人株主 6,423名
（11,280,914株）

（29,786,400株）
合計 6,515名

金融商品取引業者 23名
（239,887株）

外資系 31名 （176,338株）法人 37名 
（16,877,700株）

自己株式 1名 
（1,211,561株）




